
「空港利用時・飛行機に乗る際の注意点」の巻

空港のセキュリティ検査では
　　　　　　　　どうすればいいの？

パラダイムサークル

あなたと未来をつなぐ希望の輪

No.

9

空港セキュリティシステムのなかにはX線使用の検査もあるため、
利用する空港保安検査場を通過するときの

ポンプの取扱方法を知っておくのが大切じゃ。

空港利用時・飛行機に乗る際のCheck Point!

インスリンポンプによる良好な血糖コントロールを維持するために、
各事項について確認および実施してください。

＊インスリン製剤の取扱方法に関しましては、
　かかりつけの医療機関にお問い合わせください。

エアポート医療機器情報カードを準備

セキュリティシステムの確認
（X線ボディスキャナー検査、金属探知検査の有無）

補食やバックアップの携行

こまめな血糖自己測定

事前に

常に



Paradigm Circle Paradigm Club
Paradigm Circle
Paradigm Circle

Paradigm Circle

Paradigm Circle

Paradigm Circle

Paradigm Circle

Paradigm Circle

あなたと未来をつなぐ希望の輪

よりよい糖尿病ライフに役立つ情報誌

安心・快適な糖尿病ライフをサポート

あなたに「安心」と「笑顔」を届けたい

あなたと未来をつなぐ希望の輪

糖尿病と上手につきあう

Paradigm Circle
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●万が一、上記の確認事項に従って操作を行っても固定できない場合や、操作に不安がある場合は、
　かかりつけの医療機関または下記サポートラインまでご連絡ください。

パラダイムインスリンポンプ
使い方に関する
24時間サポートライン 0120-56-32-56

コール コールミニ

？
カニューレの詰まりによる高血糖を防ぐためにも、
クイックセットを正しく穿刺・留置することが大切なんじゃぞ！

空港でのセキュリティシステムについて確認するほか、血糖コントロール不良を防ぐためにも、
飛行機内および旅行や出張先でもこまめな血糖自己測定を心がけてください。

空港利用時・飛行機に乗る際の注意点Check po
int!

1

青いつまみ

アラームメッセージ

チューブの位置がクイックサーターの下部又は横側に
くるように置き、皮膚はつままずに伸ばします。クイック
サーターは身体にぴったり合うように垂直に皮膚にあ
てます。
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皮膚を伸ばす

クイックサーターを身体に押し付けた状態で、2つの白
いリリースボタンを同時に押し、穿刺します。指先で2
つのボタンを一気に押すことがポイントです。

□ インスリンポンプの時刻は正しく設定されていますか？
⇒12時間表示または24時間表示で正しい時刻に設定されているか確認しましょう。

□ 前回のボーラスは正しい量で注入しましたか？
□ 基礎レートは正しく設定されていますか？
⇒ボーラスや基礎レートの正しい注入量や設定については主治医に相談しましょう。

□ インスリンポンプは正しく作動していますか？
⇒体調に不安を感じる場合は医療機関へご相談ください。
また、インスリンポンプの操作に不安がある場合には下記の24時間サポートラインまでご連絡ください。

空港のセキュリティ検査には磁場による金属探知検査とX線によるボディスキャナー検査があります。
金属探知検査はインスリンポンプ装着のまま通過が可能です。

● X線ボディスキャナー検査がある、または検査方法の確認が困難な場合
① 「エアポート医療機器情報カード」を空港検査場係員に提示してください。
② X線への曝露を避けるため、接触検査または金属探知検査を依頼してください。
 ポンプをX線ボディスキャナー検査および手荷物X線検査に通さないでください。
③ X線ボディスキャナーを受ける際は、ポンプとチューブを
 カニューレから取り外し、検査を受けてください。ポンプ
 のみ金属探知機での検査を行い、検査後はポンプを再度、
 装着してください。

＊もしもインスリンポンプをX線に曝露した場合、「ユーザーガイド」
をご参照の上、セルフテストを実施し、インスリンポンプに異常
が無いかを確認してください。セルフテストが終了しない場合
（インスリンポンプに異常がある場合）、かかりつけの医療機関へ
連絡し、他のインスリン注射手段（ペン型注入器やインスリン専用
注射針）でインスリン注射を行ってください。

●X線ボディスキャナー検査が行われている場合
X線への曝露を避けるため、接触検査または金属探知検査といった
その他の検査方法を受けることが可能ですので、インスリンポンプ
を使用している旨を必ず検査場係員に申し出てください。その際、
日本メドトロニックが発行している「エアポート医療機器情報カード」をご持参いただき、
検査場係員に提示しましょう。

●X線ボディスキャナー検査を受ける場合
インスリンポンプおよびチューブをカニューレから取り外し、検査を受けてください。また、手荷物検査でもX線を使用して
おりますので、手荷物検査機器には通さないでください。

気圧の変化で注入量が変化する可能性があります。その他にも普段とは
異なる要因（運動量の変化、食事時間や内容、ストレスなど）も加わります。
血糖値への影響を確認するため、こまめな血糖自己測定を行いましょう。
気泡が発生した場合、除去してください。

旅行や出張先でも気温や気圧といった環境の変化とともに、時差や食事といった生活の
変化により血糖値に影響が出る可能性があります。環境の違う場所に行かれる際は、事前
に医師に相談のうえ、補食（グルコース）やその他のインスリン注射方法（ペン型注入器や
インスリン専用注射針）を携行し、旅行や出張中はこまめな血糖自己測定を行いましょう。

同時に一気に押す

この時点では、まだクイックサーターを身体から離さないでください。

クイックセットを引っ張らないよう、チューブの先の青
いハンドル部分を指で押さえながら、クイックサー
ターをまっすぐに引き上げて外します。

押さえながら外す

しっかり根本まで穿刺するために青いつまみ（バネ）を
上から1、2回押し、クイックセットとクイックサーターの
ロックを解除します。

青いつまみを押す

粘着テープを押さえ、しっかりとテープを固定します。

しっかり固定する

安全使用のため、詳細の操作方法につき
ましては、必ず「ユーザーガイド」でご確認
ください。

操作に不安がある場合は、かかりつけの医療機関または下記サポートラインまでご連絡ください。●

□ インスリンポンプは正しく作動していますか？
⇒インスリンポンプが正しく作動しているか不安な場合は24時
間サポートラインに電話しましょう。また、主治医や医療機関に
相談しましょう。

□ 普段と比べて大きな体調の変化はありませんか？
⇒風邪、病気、過度のストレスなどで体調が悪い場合や、生理の場合は血糖
コントロールが不安定になりやすくなります。このような場合の対処方法につ
いては予め主治医や医療期間に相談し決めておきましょう。

に取り付けられ

安全にご使用いただくため、操作方法につきましては必ず「ユーザーガイド」で詳細をご確認ください。

空港

飛行機内

旅行・出張先

▼と▲が合う位置が接続部の
着脱ポジションとなります

▼と▲が合う位置が
接続部の着脱ポジションと
なります。

空港で…

飛行機内で…

旅行・出張先で…

金属探知検査 X線ボディスキャナー検査


